
大
太
鼓
、
秋
空
に
轟
く

第
４
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
で

　

「
第
４
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
」が
９
月
23
日
、綴
子
・
大
太
鼓
の
館
で
行
わ
れ
、市
内
外
の
太

鼓
団
体
が
個
性
豊
か
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。ま
つ
り
の「
と
り
」を
と
っ
た
の
は
、４
張
り
の
大
太
鼓
を

合
同
演
奏
し
た
地
元
綴
子
上
町
・
下
町
両
大
太
鼓
保
存
会
。秋
空
の
下
、上
下
両
面
で
の
バ
チ
さ
ば
き
も
見
事

に
揃
い
、「
豊
作
」を
願
う
太
鼓
の
響
き
が
八
里
四
方
に
轟
き
わ
た
り
ま
し
た
。（
10
・
11
頁
に
関
連
記
事
）

10
16

10
16
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教

育

委

員

会

関

係

【
総
務
課
関
係
】 

　

幼
稚
園
統
合
に
つ
い
て
は
鷹
巣

北
幼
稚
園
を
廃
止
し
鷹
巣
西
幼
稚

園
を
仮
称
「
た
か
の
す
幼
稚
園
」

に
名
称
変
更
す
る
と
い
う
市
立
幼

稚
園
再
編
計
画
に
つ
い
て
、
保
護

者
や
地
域
の
自
治
会
長
へ
の
説
明

会
（
８
／
８
〜
10
）
を
実
施
、

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

前
田
小
学
校
・
前
田
保
育
園
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
最
終

仕
上
げ
と
各
種
検
査
を
経
て
、
９

月
下
旬
に
竣
工
と
な
り
ま
す
。
新

校
舎
で
の
授
業
開
始
は
10
月
23
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
と
び
学
園
の
短
期
山
村
留
学

事
業
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
期
は
34
人
、

Ⅱ
期
は
32
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

【
義
務
教
育
課
関
係
】 

　

第
55
回
秋
田
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
に
つ
い
て
は
、
合
川
中

学
校
の
柔
道
女
子
団
体
と
陸
上
女

子
共
通
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
優
勝
、

野
球
準
優
勝
な
ど
の
ほ
か
、
個
人

種
目
で
も
同
中
ほ
か
多
数
の
選
手

が
活
躍
し
、
各
種
目
で
多
く
の
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

第
34
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自

転
車
秋
田
県
大
会
で
は
、
竜
森
小

学
校
が
見
事
11
連
覇
と
い
う
偉

業
を
成
し
遂
げ
全
国
大
会
に
出
場
、

鷹
巣
中
央
小
学
校
も
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。　

　

８
月
８
日
、
県
教
育
委
員
会
主

催
の
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
実
践
普

及
講
習
会
」
が
鷹
巣
小
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
８

月
24
日
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養

成
講
習
会
が
鷹
巣
体
育
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
校
教
育
課
関
係
】 

　

市
立
合
川
高
校
統
合
に
関
す
る

経
過
説
明
会
を
７
月
３
日
か
ら
６

日
ま
で
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
県
内
22
の
中
学

校
か
ら
84
人
の
希
望
者
と
、
保

護
者
及
び
引
率
者
が
参
加
し
一
日

体
験
入
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
課
関
係
】 

　

８
月
15
日
、
平
成
18
年
度
成

人
式
を
文
化
会
館
で
開
催
、
３
５

２
人
の
新
成
人
が
出
席
し
、
記
念

事
業
と
し
て
旧
阿
仁
町
荒
瀬
出
身

の
白
川
好
光
さ
ん
の
「
先
に
進
む

道
」
と
題
し
た
講
演
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

９
月
３
日
、
各
地
区
の
民
俗
芸

能
を
披
露
す
る
「
北
秋
田
市
民
俗

芸
能
大
会
」
を
文
化
会
館
で
開
催
、

８
団
体
が
参
加
し
、
後
継
者
育
成

や
保
存
へ
の
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
等
の
体

験
活
動
、
安
心
・
安
全
な
居
場
所

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
北
秋
田

市
子
ど
も
未
来
塾
」
は
市
内
全
域

で
12
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

異
文
化
理
解
事
業
の
「
ち
び
っ

こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
は
、
前

期
分
が
終
了
し
、
後
期
は
９
月
か

ら
市
内
４
ヵ
所
に
お
い
て
開
催
の

予
定
で
す
。

　

文
化
会
館
の
自
主
事
業
は
、
８

月
６
日
、
地
元
に
縁
の
あ
る
テ
ノ

ー
ル
歌
手
・
村
上
敏
明
さ
ん
を
迎

え
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
、
ま
た
９
月

２
日
に
は
、
三
遊
亭
金
馬
一
行
に

よ
る
寄
席
演
芸
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
公
民
館
関
係
】 

　

各
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
教
室
、
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ

ン
プ
、
球
技
大
会
等
夏
休
み
中
の

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
行
事
や
、

合
川
ま
と
び
を
は
じ
め
地
域
住
民

と
帰
省
客
が
一
緒
に
楽
し
む
お
盆

に
ち
な
ん
だ
伝
統
行
事
を
開
催
し

ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係
】 

　

市
民
プ
ー
ル
で
は
こ
れ
ま
で
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
リ
ハ
ビ
リ
健

康
コ
ー
ス
、
ビ
ギ
ナ
ー
ス
イ
ム
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン

グ
等
の
講
習
会
を
開
催
、
市
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
利
用
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

開
館
以
来
の
プ
ー
ル
利
用
者
が

８
月
19
日
で
１
万
人
を
達
成
し
、

１
万
人
目
と
な
っ
た
小
学
生
に
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

【
国
体
推
進
室
関
係
】 
　

「
大
館
・
北
秋
田
地
域
秋
田
わ

か
杉
国
体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会
記

念
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、

絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
部
門
、
俳
句
・

短
歌
部
門
の
作
品
募
集
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
北
秋
田
市
中
央
公

民
館
で
「
ス
ギ
ッ
チ
ダ
ン
ス
」
の

講
習
会
を
開
催
、
ま
た
、
８
月

14
・
15
日
の
鷹
巣
地
区
市
民
盆

踊
り
大
会
に
ス
ギ
ッ
チ
が
参
加
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　

国
体
の
会
期
に
つ
い
て
は
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
日
程
が
平
成

19
年
９
月
30
日
〜
10
月
４
日
が

10
月
５
日
〜
９
日
に
、
ま
た
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
山
岳
競
技
日
程

が
平
成
19
年
７
月
７
日
〜
８
日

が
６
月
８
日
〜
９
日
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
57
回
県
民
体
育
大
会
山
岳

競
技
の
縦
走
競
技
が
６
月
24
日
・

25
日
に
森
吉
山
特
設
コ
ー
ス
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
７
月
７
日
〜

９
日
に
鷹
巣
体
育
館
と
森
吉
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
競
技
が
、
７
月
９
日
吉
田

特
設
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
体
宿
泊
関
係
に
つ
い
て
は
、

合
川
地
区
で
17
民
泊
協
力
会
、

阿
仁
地
区
で
は
５
民
泊
協
力
会
が

結
成
さ
れ
、
受
け
入
れ
態
勢
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

建

設

部

関

係

《９月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
【
都
市
計
画
課
関
係
】

　

新
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
６
月
15
日
に
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
市
民
の
意

見･

提
案
を
反
映
さ
せ
た
計
画
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
街
路
事
業
・
太
田
川

口
線（
元
町
工
区
|
市
施
工
区
間
）

は
、
こ
れ
ま
で
用
地
や
建
物
補
償

等
に
つ
い
て
、
全
体
説
明
会
と
個

別
説
明
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
沿
道
・
鷹
巣
大
館
道
路
は
、

栄
地
内
の
本
線
部
及
び
工
事
用
道

路
予
定
地
の
用
地
調
査
並
び
に
関

係
者
説
明
会
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
用
地
取
得
や
物
件
補
償

等
に
つ
い
て
、
国
と
協
力･

連
携

し
な
が
ら
個
別
交
渉
を
進
め
ま
す
。

　

市
営
住
宅
上
杉
駅
前
団
地
整
備

事
業
（
３
棟
５
戸
）
は
、
７
月
末

に
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
８
月
下

旬
か
ら
新
規
入
居
者
の
一
般
公
募

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
の
館
に
隣
接
す
る
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ル
ド
内
の
釜
堤
（
水
環

境
施
設
）
は
、
近
年 

生
活
排
水
の

流
入
等
に
よ
る
水
質
の
悪
化
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
水
路

系
統
の
調
査
･
把
握
並
び
に
環
境

改
善
の
方
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

【
建
設
課
関
係
】 

　

工
事
の
発
注
状
況
に
つ
い
て
は
、

道
路
維
持
費
関
係
の
排
水
維
持
・

舗
装
維
持
・
道
路
維
持
工
事
が
34

件
で
71
％
、
道
路
改
良
費
関
係
は
、

５
件
で
５
％
の
進
捗
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
関
係
で
は
、
17
年

度
発
生
災
害
分
で
未
発
注
２
箇
所

と
も
発
注
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
下
水
道
課
関
係
】

　

公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
工

事
の
発
注
状
況
は
、
繰
越
明
許
費

で
は
、
鷹
巣
処
理
区
３
件
、
阿
仁

合
処
理
区
１
件
、
米
内
沢
処
理
１

件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
予
算
で
は
、
鷹
巣
処
理
区

５
件
、
阿
仁
合
処
理
区
２
件
、
米

内
沢
処
理
区
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
発

注
し
て
い
ま
す
。

消

防

本

部

関

係

水

道

課

関

係

　

統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

は
、
新
規
事
業
の
小
猿
部
地
区
簡

易
水
道
（
明
利
又
）
で
１
０
８
１

ｍ
、
継
続
事
業
の
合
川
地
区
（
大

野
岱
）
で
１
８
９
ｍ
、
森
吉
地
区

（
大
野
岱
）
で
４
３
５
ｍ
の
送
配

水
管
布
設
工
事
を
発
注
し
、
期
限

内
完
成
を
目
指
し
進
め
て
い
ま
す
。

【
常
備
消
防
関
係
】

　

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
火
災
、

救
急
件
数
に
つ
い
て
は
、
火
災
６

件
（
建
物
火
災
５
件
、
そ
の
他
火

災
１
件
）
発
生
し
、
昨
年
同
期
に

比
べ
件
数
は
３
件
、
損
害
額
は
１

億
２
千
９
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

救
急
出
場
は
２
７
７
件
で
昨
年

同
期
に
比
べ
９
件
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
〈
事
故
種
別
〉
急
病
＝

１
７
６
件
（
＋
３
件
）
一
般
負
傷

＝
32
件
（
＋
４
件
）
転
院
搬
送
＝

36
件
（
＋
12
件
）
交
通
事
故
＝
19

件
（
△
10
件
）

　

訓
練
関
係
に
つ
い
て
は
６
月
14

日
、
消
防
本
部
を
会
場
に
消
防
救

助
技
術
交
流
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
６
月
29
日
に
行
な
わ
れ
た
秋

田
県
大
会
に
は
隊
員
19
名
が
出
場

し
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会
出
場

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
14
名
が

入
賞
し
て
い
ま
す
。

　

水
難
救
助
隊
は
７
月
に
市
民
プ

ー
ル
で
基
礎
訓
練
を
４
日
間
行
な

い
、
８
月
に
は
阿
仁
川
と
八
森
海

岸
で
検
索
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

【
非
常
備
消
防
関
係
】

　

消
防
団
関
係
に
つ
い
て
は
、
各

支
団
に
お
い
て
６
月
中
旬
か
ら
消

防
訓
練
大
会
に
向
け
た
訓
練
を
実

施
し
、
７
月
２
日
に
鷹
巣
、
阿
仁
、

７
月
９
日
に
合
川
、
森
吉
そ
れ
ぞ

れ
で
支
団
訓
練
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田

支
部
消
防
訓
練
大
会
は
７
月
23
日
、

森
吉
野
球
場
隣
接
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
団

か
ら
代
表
分
団
が
出
場
し
、
阿
仁

支
団
第
１
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
で
優
勝
し
、
９
月
５
日
に

行
な
わ
れ
る
秋
田
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
川
支
団
第
１
分
団
が

規
律
訓
練
の
部
で
３
位
入
賞
し
て

お
り
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
十

分
発
揮
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

　

各
分
団
が
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
た
支
団
訓
練
大
会
（
７
月

２
日
、
写
真
は
鷹
巣
支
団
）

▼

　

７
月
末
に
完
成
し
た
市
営
上
杉

駅
前
団
地
（
３
棟
５
戸
）

▼

　

各
地
区
か
ら
８
団
体
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
北
秋

田
市
民
俗
芸
能
大
会
」
（
９
月

３
日
、
市
文
化
会
館
）

　

９
月
末
に
竣
工
、
10
月
23
日

に
は
授
業
が
開
始
さ
れ
る
前
田

小
学
校
新
校
舎

▼ ▼
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基本設計業務‥‥‥‥‥‥‥‥

用地造成工事‥‥‥‥‥‥‥‥

実施設計業務‥‥‥‥‥‥‥‥

建築工事‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

機器設置・患者移送‥‥‥‥‥

北秋田市民病院（仮称）開院‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平成18年  3月

平成18年  9月

平成18年11月

平成19年  9月

平成21年  6月

平成19年  2月‥‥

平成19年  8月‥‥

平成19年  6月‥‥

平成21年  5月‥‥

平成21年  9月

平成21年10月

建物の設計は平成18年10月末までに完成

現在１次造成工事中

８ヶ月を予定

２１ヶ月を予定

〜

〜

〜

〜

〜

【今後のスケジュール（予定）】

　

病
院
の
建
設
は
、
「
北
秋
田
市
医
療
整
備

基
本
構
想
」
と
い
う
大
き
な
方
針
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
平
成
17
年
12
月
16

日
号
の
広
報
に
概
要
を
掲
載
）。

　

現
在
は
、
基
本
的
な
設
計
方
針
や
平
面
・

配
置
計
画
、
外
観
な
ど
を
決
め
る
「
基
本
設

計
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
う
ち
建
物
に
つ

い
て
は
10
月
末
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
建
設
用
地
に
つ
い
て
は
県
と
売
買
契

約
を
締
結
、
移
転
登
記
も
終
了
し
用
地
造
成

工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
詳
細
な
設
計
図
書
を
作
成
す
る
「
実

施
設
計
」
を
経
て
建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
市
議
会
で
の
決
議
事
項
を

含
め
、
病
院
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
随

時
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
政
策
医
療
に
つ
い
て

　

病
院
基
本
構
想
で
は
こ
の
病
院
を
、
地
域

で
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
公
立
病
院
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
24
時
間
体
制
の
救
急
医
療
や

が
ん
治
療
な
ど
の
高
度
医
療
に
対
応
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
医
療
を
提
供
し
、
市
民

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
信
頼
さ
れ

る
市
民
病
院
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

政
策
医
療
に
は
県
医
療
計
画
に
基
づ
く
政

策
的
医
療
と
市
独
自
の
政
策
的
医
療
が
あ
り
、

次
の
医
療
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
政
策
的
医
療

①
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

②
地
域
療

育
医
療
拠
点
施
設　

③
地
域
災
害
拠
点
病

院　

④
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
施
設　

⑤

健
診
セ
ン
タ
ー
機
能
整
備　

⑥
臨
床
研
修

指
定
病
院
機
能
整
備　

⑦
地
域
医
療
支
援

病
院
機
能
整
備　

⑧
地
域
医
療
連
携
機
能

整
備　

⑨
施
設
共
同
利
用
の
実
現

（
太
字
は
県
の
政
策
的
医
療
）

■
病
床
数

（
内
訳
）
一
般
病
床
２
７
４
床
、
精
神
科
病

床
50
床
、
結
核
病
床
４
床
、
感
染
症
病
床
２

床

■
診
療
科

（
科
の
内
訳
）
内
科
、
呼
吸
器
科
、
消
化
器

科
、
循
環
器
科
、
小
児
科
、
精
神
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、

産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
麻
酔
科
、

泌
尿
器
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、

形
成
外
科
、
神
経
内
科
、
皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

■
概
算
事
業
費
及
び
財
源

　

概
算
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
基
本
設

計
策
定
中
の
た
め
、
基
本
構
想
で
の
事
業
費

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
基
本
設

計
完
成
後
に
は
事
業
費
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
事
業
費
総
額
‥
88
億
７
４
５
６
万
８
千
円

（
事
業
費
内
訳
）

▽
用
地
取
得
造
成
費
‥
３
億
１
５
０
０
万
円

▽
設
計
監
督
費
‥
‥
‥
２
億
７
８
４
０
万
円

▽
建
築
工
事
費
‥
‥
‥
69
億
３
０
０
０
万
円

▽
医
療
機
器
購
入
費
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10
億
円

▽
そ
の
他
‥
‥
‥
３
億
５
１
１
６
万
８
千
円

（
財
源
内
訳
）

▽
国
・
県
補
助
金
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
10
億
円

▽
病
院
事
業
債
‥
‥
‥
56
億
６
４
４
０
万
円

▽
出
資
金
‥
‥
‥
20
億
４
８
９
８
万
４
千
円

（
う
ち
合
併
特
例
債
‥
18
億
８
８
０
０
万
円
）

▽
一
般
財
源
‥
‥
１
億
６
１
１
８
万
４
千
円

※
次
回
は
、
事
業
費
の
具
体
的
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

決
定
し
た
病
床
数
は

　
　

３
３
０
床
、
診
療
科
は
21
科

　

市
で
は
、
３
年
後
の
平
成
21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
、
北
秋
田
市
民
病

院
（
仮
称
）
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、「
北
秋
田
市
医
療
整
備
基

本
構
想
」
に
も
と
づ
い
て
基
本
設
計
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
実

施
設
計
を
経
て
建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、「
基
本
構
想
」
の
内
容
や
こ
れ
ま

で
決
定
し
た
事
項
、
進
捗
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
と
進
捗
状
況

概
算
事
業
費
は
、

88
億
７
４
５
６
万
８
千
円（
基
本
構
想
）

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
〈
そ
の
１
〉

市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

９/16

９/30
〜

　

市
長
定
例
記
者
会
見
が
10
月
２
日
、
市
役
所

大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
市
民
病
院
（
仮
称
）
の

進
捗
状
況
、
企
業
誘
致
、
首
都
圏
で
行
う
特
産

品
販
売
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
築
の
現
在

の
進
捗
状
況
及
び
指
定
管
理
者
と
す
る
厚
生
連

と
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

　

北
秋
中
央
病
院
跡
地
は
「
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
利
活
用
を
検
討
す
る
」
、
運
営
費
の
財

政
支
援
は
「
結
核
や
精
神
な
ど
市
民
に
必
要
な

政
策
的
医
療
等
不
採
算
部
門
を
前
提
と
し
て
お

り
、
そ
の
他
通
常
の
医
療
運
営
に
か
か
る
財
政

支
援
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
、
外
来
セ
ン
タ

ー
は
「
厚
生
連
が
運
営
で
き
な
い
と
し
て
お
り
、

そ
れ
に
市
も
合
意
。
市
と
し
て
や
り
た
い
が
地

元
医
師
会
と
も
話
し
合
い
、
了
解
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
新
病
院
名
称
に
つ
い
て
は

「
10
月
い
っ
ぱ
い
で
基
本
設
計
が
で
き
、
11
月

に
実
施
設
計
に
入
る
。
こ
の
段
階
で
は
っ
き
り

さ
せ
た
い
が
、
い
ず
れ
建
設
委
員
会
で
決
定
す

る
こ
と
で
検
討
中
」
と
現
在
の
進
捗
状
況
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

特
産
品
推
奨
認
定
制
度
は
、
市
の
特
産
品
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
を
確
立
す
る
た
め

の
制
度
で
「
来
年
は
国
体
、
翌
年
に
全
国
植
樹

祭
が
控
え
て
い
る
た
め
、
自
他
共
に
認
め
る
特

産
品
を
開
発
し
た
い
」
と
特
産
品
を
審
査
決
定

す
る
推
奨
認
定
制
度
に
つ
い
て
説
明
。
申
込
期

限
を
今
月
20
日
と
し
、
食
品
／
木
製
家
具
／
小

木
工
芸
品
及
び
民
工
芸
品
を
対
象
品
目
に
、
市

（
旧
町
）
に
関
わ
り
が
あ
れ
ば
従
来
の
商
品
も

申
請
が
で
き
、
特
産
品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
商

品
は
、
市
産
業
祭
で
展
示
さ
れ
る
と
説
明
し
ま

し
た
。　

　

北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
会
議
は
、
各

地
区
の
ふ
る
さ
と
会
や
市
内
の
各
高
校
同
窓
会
、

企
業
役
員
な
ど
関
係
者
15
人
ほ
ど
を
集
め
、
企

業
誘
致
情
報
等
を
幅
広
く
集
約
し
、
有
効
な
意

見
や
情
報
を
発
信
し
て
頂
き
、
企
業
誘
致
に
つ

な
げ
る
た
め
、
来
月
９
日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
法
曹
会
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

推
進
会
議
の
前
日
８
日
に
は
、
秋
田
県
企
業

誘
致
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
市
独

自
の
誘
致
運
動
に
切
り
替
え
て
行
わ
れ
ま
す
。

市特産品推奨認定制度実施

伐採作業が進められている新病院建設地

市
民
病
院
（
仮
称
）
名
称
は
実
施
設
計
で

10月市長定例記者会見

特
産
品
確
立
に
向
け
推
奨
認
定
制
度
実
施

企
業
立
地
協
力
推
進
懇
談
会
を
東
京
で
開
催

16
日
（
土
）

17
日
（
日
）

19
日
（
火
）

21
日
（
木
）

　
　
　
　

 

27
日
（
水
）

　
　
　
　

 

30
日
（
土
）

鷹
巣
地
区
敬
老
式
に
出
席

小
畑
勇
二
郎
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業
（
式
典
及
び
語

ら
い
の
夕
べ
）
に
出
席

森
吉
山
周
辺
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
森
吉
山
ダ
ム
工
事

事
務
所
長
へ
陳
情

平
成
18
年
第
７
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
の
委
員
会
質

疑
の
た
め
生
活
環
境
常
任
委
員
会
に
出
席

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式
及
び
パ
レ
ー
ド
に
参
加

第
１
回
北
秋
田
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
に
出
席

森
吉
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
開
催

第
１
回
秋
田
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

開
会
式
に
出
席

第
１
４
７
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会
に
出
席

第
31
回
大
館
北
秋
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
・
平
成
18
年
度
北

秋
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
に
出
席

完成予想図
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森
吉
地
区
交
通
安
全
母
の
会

　

交
通
安
全
母
の
会
森
吉
地
区
が
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
期
間
中
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
運
転
と

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
交
通
安
全
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
に
は
、
大
野
岱
地
内
の
国
道
１
０
５
号

で
チ
ラ
シ
や
眠
気
防
止
の
「
注
意
ん
ガ
ム
」
等
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
27
日
は
同
市
学
校
通
り
・
本
城
地
区
の

高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
歩
行
し
て
く
だ
い
」
と
チ
ラ
シ

や
反
射
板
等
を
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。
訪
問
し
た
高

齢
者
か
ら
も
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分

に
気
を
つ
け
ま
す
。
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
」
と
励
ま

さ
れ
な
が
ら
約
１
３
０
世
帯
を
訪
問
し
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

高
齢
者
宅
訪
問
し
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ

交通事故に遭わないようにと声をかける会員

成
功
に
向
け
地
域
一
丸
に

　

北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会
合
川
支
部
の
第
18
回
合

川
芸
文
祭
が
９
月
24
日
、
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

開
会
で
佐
藤
素
子
支
部
長
が
「
芸
文
協
30
周
年
を

迎
え
て
の
記
念
す
べ
き
芸
文
祭
。
親
睦
と
健
康
と
楽

し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
引
き
続
き
活
動
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
展
示
の
部
で
は
３
団
体
が
、
俳
句
や
生
け

花
、
陶
芸
の
作
品
を
展
示
、
演
示
の
部
で
は
11
団
体

が
、
太
鼓
や
舞
踊
、
民
謡
、
体
操
、
吹
奏
楽
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芸
文
協
創
立
30
周
年
記
念
と
し
て
、
バ
イ

オ
リ
ン
奏
者
の
松
尾
沙
樹
さ
ん
と
、
ピ
ア
ノ
奏
者
の

渡
部
秋
子
さ
ん
が
特
別
出
演
し
「
川
の
流
れ
の
よ
う

に
」
や
「
赤
と
ん
ぼ
」
等
の
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
を
目
で
耳
で
楽
し
ん
で

第
18
回
合
川
芸
文
祭

30周年を迎え記念すべき日となった芸文祭

吉田会長から学習ノートを受け取る岸部市長

　

鷹
巣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
吉
田
豊
会
長
が
、
９

月
26
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
青
少
年
に
使
用
し
て
ほ

し
い
と
、
学
習
ノ
ー
ト
３
０
０
冊
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
世
界
及
び
地
域
社
会
で
、
困
っ
て

い
る
人
の
重
荷
を
軽
く
す
る
使
命
を
持
っ
て
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
、
昭
和
43
年
６
月
に
認
証
・

結
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
21
名
。
主
な
活
動
は
中
央

公
園
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
整
備
／
高
齢
者
宅
の
除
雪

奉
仕
／
バ
ザ
ー
収
益
金
の
ア
イ
ヘ
ル
ス
支
援
／
大
規

模
災
害
時
の
募
金
活
動
／
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
の
児
童
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
を
受
け
た
岸
部
市
長
は
「
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
大
変
あ
り
が
た
い
物
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

で
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

全国植樹祭成功に向け設立した実行委員会

　

平
成
20
年
春
に
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ

る
第
59
回
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て
市
実
行
委
員
会
の

設
立
総
会
が
10
月
４
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
ら
約
60
人
が
参
加
し
、
成

功
に
向
け
て
地
域
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
植
樹
祭
は
「
手
を
つ
な
ご
う
森
と
水
と
わ
た
し

た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
20
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
の
日
曜
に
開
催
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、

記
念
式
典
や
植
樹
を
行
い
、
１
万
人
以
上
が
参
加
す

る
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
な
全
国
行
事
。

　

岸
部
市
長
は
「
植
樹
祭
の
開
催
は
先
人
が
守
り
育

て
て
き
た
自
然
の
お
か
げ
。
全
国
に
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
い
い
機
会
。
市
民
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
成
功
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

前
田
小
学
校
の
４
年
生
の
児
童
16
人
が
社
会
科
の

学
習
で
昔
の
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
類
を
見
た

り
、
触
れ
た
り
し
て
当
時
の
暮
ら
し
を
体
験
を
す
る

授
業
が
９
月
28
日
、
市
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　

集
ま
っ
た
物
は
、
主
に
大
正
か
ら
昭
和
30
年
代
に

か
け
て
農
作
業
や
山
仕
事
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
た
「
千

歯
扱
き
」
や
「
の
こ
ぎ
り
」
、
「
そ
り
」
な
ど
の
古

民
具
や
道
具
類
。
今
で
は
貴
重
な
「
は
た
お
り
機
」

も
あ
り
、
指
導
の
先
生
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

実
際
に
使
っ
て
み
ま
し
た
。

　

全
員
で
行
っ
た
「
簾
（
す
だ
れ
）
作
り
」
で
は
「
す

ご
く
楽
し
い
。
最
後
ま
で
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
、
当
時
の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

古
い
道
具
に
触
れ
昔
の
生
活
を
体
験

前
田
小
学
校
４
年
生　

体
験
学
習すだれ作りに挑戦する前田小の児童

明
る
い
社
会
づ
く
り
へ

鷹
巣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
学
習
ノ
ー
ト
寄
付

全
国
植
樹
祭　

市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

グラウンドゴルフで親睦を深める参加者

第
１
回
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

　

秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
主
催
の
「
第
１
回

秋
田
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」
が

９
月
27
日
、
阿
仁
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
で
、
内
陸
線
沿
線

か
ら
男
女
２
１
８
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
「
秋
田
内
陸
線
の
利
用
を
通
じ
て
、

沿
線
市
村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
健
康

増
進
、
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
に
よ
る
仲
間
づ
く
り
」

を
目
的
に
開
催
。
参
加
者
は
雨
天
の
中
、
雨
具
を
着

て
対
戦
相
手
の
足
下
を
気
遣
い
な
が
ら
、
32
組
に
別

れ
24
ホ
ー
ル
を
黙
々
と
打
数
を
競
い
合
う
と
と
も
に

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
阿
仁
ま
た
ぎ
駅
は
参
加
者
の
乗
り
降
り

で
賑
わ
い
、
ま
さ
に
、
内
陸
線
乗
車
利
用
促
進
運
動

の
一
環
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
深
め
る



　

８
月
７
日
の
夜
、
阿
仁
公
民
館
大
阿
仁
分
館
主
催
（
大

阿
仁
保
育
園
・
比
立
内
獅
子
踊
り
協
賛
）
の
「
ね
ぶ
た

流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
ら
は
、
は

じ
め
に
「
も
ろ
び
苑
ひ
ろ
ば
」
で
比
立
内
獅
子
踊
り
の

「
頭
揃
え
※
」
を
鑑
賞
。
こ
の
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
「
テ

ス
ト
で
１
０
０
点
が
と
り
た
い
」
「
ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
に

な
り
た
い
」
な
ど
の
願
い
事
を
綴
っ
た
短
冊
と
笹
竹
を

付
け
た
灯
篭
を
持
ち
、
お
は
や
し
に
合

わ
せ
て
終
点
の
「
道
の
駅
あ
に
」

ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

灯
篭
の
ほ
ん
の
り
と
し
た

灯
り
の
列
は
幻
想
的
で
夏

の
夜
の
風
物
詩
そ
の
も
の
。

最
後
は
花
火
を
上
げ
、
家

族
一
緒
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。 
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清々しい中での現代詩鑑賞 　９月２５日、中央公民館定期講座「現代詩」が合川・

上杉にある太平寺で開かれました。この講座は、中央

公民館を主会場に開かれていますが、今回は、僧侶で

もある講師の亀谷健樹先生からの「たまには場所を変

えて詩を鑑賞してみては」「もしよければ（先生がご

住職として勤められている）太平寺で」とのご厚意に

甘え、お訪ねしたものです。

　天候に恵まれたこの日、講座生は午前中北欧の杜公

園で自由に園内を散策。午後から太平寺を訪れ、見事

な庭園と情緒あふれる茶道体験などを楽んだあと、先

生とともに現代詩鑑賞でしめくくりました。今回の講

座は、名刹の清々しい雰囲気の中での「特別な時間」と

なったようでした。

夏の夜の風物詩「ねぶた流し」

阿仁公民館大阿仁分館

昔懐かしい川遊び

阿仁公民館三枚分館「ふるさとに親しむ交流の集い」

　お盆で帰省する親子や地元の子どもたちを対象に、

昔懐かしい川遊びを体験してもらおうと、「ふるさと

に親しむ交流の集い（主催：阿仁公民館三枚分館）」

が８月１４日に行われました。

　当日は好天にも恵まれ、首都圏などから帰省した親

子や地元の子どもと保護者３０人が参加し、箱めがね

とヤスを手にカジカ捕りに挑戦しました。

　予想以上の収穫に皆さん大喜び。川遊びの後は、自

分たちで捕ったカジカや差し入れのアユや焼肉をおい

しそうに頬ばっていました。

　公民館では、今回の企画がたいへん好評であったこ

とから、来年以降、三枚分館の恒例行事とすることも

検討しています。

中央公民館定期講座（現代詩）

▼
い
つ
も
と
は
会
場
を
変
え
、
合
川

上
杉
の
名
刹
「
太
平
寺
」
で
開
催
さ

れ
た
現
代
詩
講
座

▼
家
族
み
ん
な
で
川
遊
び
。
カ
ジ
カ
捕

り
に
も
挑
戦
し
た
「
ふ
る
さ
と
に
親
し

む
交
流
の
集
い
」

※
８
月
14
日
の
本
番
を
前
に
練

習
の
成
果
を
披
露
す
る
比
立
内

獅
子
踊
り
保
存
会
の
行
事 ▲子どもたちは、思いおもいの絵を描き、願い事を

綴った短冊と笹竹で飾った灯篭を持って、比立内の
「道の駅あに」まで練り歩きました。

か
さ
ぞ
ろ

と　き：10月27日～

　　　　11月9日

ところ：鷹巣図書館

　子どもの本には長年読み

継がれている本がたくさん

あります。図書館の蔵書の

中から児童書・絵本を展示

いたします。

ロングセラー
　　　　児童書展示

　文化庁子どもの映画普及事業「北秋田市民映画のつどい」で映画『１リットルの涙』が

上映されます。本も合わせてどうぞお読みください。（映画のつどいについての詳細は、

広報最終ページをご覧ください。）

＊『１リットルの涙』　　木藤亜矢・著（エフエー出版）                   

＊『ラストレター』　　　木藤亜矢・著（幻冬社）

＊『いのちのハードル』　木藤潮香・著（エフエー出版）

※中学３年生のとき脊髄小脳変性症という難病に冒された少女

の日記など。

■
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室

▽
鷹
巣
図
書
館　

北
秋
田
市
文
化
会
館 

　

内
☎
62-

３
３
１
１

▽
森
吉
図
書
館　

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
内
☎
72-

３
１
９
２

▽
合
川
公
民
館
図
書
室　

合
川
農
村
環

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
☎
78-

２
１
１
４

▽
阿
仁
公
民
館
図
書
室　

ふ
る
さ
と
文

　

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
82-

２
２
２
０

　
　

　

各
館
の
図
書
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
・
通
勤
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
出
冊
数
は
１
人
３
冊
ま
で
10
日
間
で

す
。
ま
た
、
借
り
た
本
は
市
内
ど
こ
の

館
に
で
も
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
探
し
の
図
書
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
、
県
立
図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

詳
し
く
は
各
館
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
新
し
く
入
っ
た
本
の
一
部
を
紹
介

◇
『
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
』

　

三
浦
し
を
ん
・
著
（
新
潮
社
）
／
第

１
３
５
回
芥
川
賞
受
賞
作
。

◇
『
赤
い
指
』

　

東
野
圭
吾
・
著
（
講
談
社
）
／
直
木

賞
受
賞
後
第
一
作
。
構
想
に
６
年
費
や

し
た
長
編
小
説
。

◇
『
十
頁
だ
け
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

十
頁
た
っ
て
飽
い
た
ら
こ
の
本
を
捨
て

て
く
だ
さ
っ
て
宜
し
い
。
』

　

遠
藤
周
作
・
著
（
海
竜
社
）
／
没
後

10
年
、
奇
跡
的
に
発
見
さ
れ
た
46
年

目
の
遺
稿
。

◇
『
外
来
生
物
事
典
』

　

池
田
清
彦
・
監
修
（
東
京
書
籍
）
／

環
境
省
指
定
の
「
特
定
外
来
生
物
」
と

「
要
注
意
外
来
生
物
」
を
掲
載
。
名
称
と

特
徴
を
一
般
の
人
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
目
的
が
あ
る
。

◇
『
伝
承
写
真
館　

日
本
の
食
文
化
①

北
海
道
・
東
北
１
』

　

農
村
漁
村
文
化
協
会
・
編
／
昭
和
初

期
の
食
事
と
暮
ら
し
を
再
現
。
秋
田
は

発
酵
食
文
化
の
粋
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◇
『
薬
は
体
に
何
を
す
る
か　

あ
の
薬

が
効
く
し
く
み
』

　

矢
沢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス
・
編
著

／
身
近
に
あ
る
代
表
的
な
薬
を
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
て
紐
解
く
。

　

10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
読
書
週
間
で
す
。

　

昭
和
22
年
（
終
戦
の
２
年
後
）
に
始
ま
り
、
今
年
は
第
60
回
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
読
書
週
間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
暮
ら
し
の
中
に
「
本
」
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内

の
４
つ
の
図
書
館
・
図
書
室
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
・
図
書
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

‥
‥
‥
‥
し
お
り
い
ら
ず
の
一
気
読
み

■話題の本■ 「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」

「
ラ
ス
ト
・
レ
タ
ー
」

北秋田市
教育委員会

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　HIROBA



　伝統の獅子踊りも出演した綴子下町大太鼓保存会。

大太鼓をバックに、勇壮で躍動感あふれる舞いを披

露しました。　※長烏帽子に奴袴姿は口上を述べる

「露払太夫（つゆはらいたゆう）」

▲

▲女性による担ぎ太鼓の両面打ちなど

が目を引いた「森吉山麓火まつり太鼓」

　さわやかな秋晴れの下、会場となった大
太鼓の館・野外ステージでは、およそ１５
００人が太鼓まつりを楽しみました。行楽
の途中立ち寄った県外からの観光客も多く、
イベントとともに、大太鼓の館の各展示コ
ーナーも見学していました。

　観客も参加した「ドラムサークル」。リ
ズムを身体を使って楽しみ、ストレスを
発散することで心身ともに健康になる、
全員が参加者で観客のいない音楽活動
ともいわれています。

▼
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（
表
紙
か
ら
続
く
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
観
光
協
会
鷹
巣
支
部
や
綴
子

上
町
・
下
町
大
太
鼓
保
存
会
な
ど
各
太
鼓
団
体
な
ど
で

組
織
す
る
「
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
祭
り
実
行
委
員

会
（
村
井
松
悦
実
行
委
員
長
）
」
が
主
催
。
今
年
は
市

内
か
ら
７
団
体
の
ほ
か
、
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
愛
好
会
と

大
館
市
の
田
代
太
鼓
振
興
会
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

雲
ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
の
下
で
始
ま
っ
た
太
鼓
ま
つ

り
の
幕
開
け
で
観
客
を
驚
か
せ
た
の
が
直
径
３
・
80
m

と
３
・
33
ｍ
の
２
張
り
の
大
太
鼓
が
登
場
し
た
綴
子
上

町
大
太
鼓
保
存
会
。
７
月
14
日
・
15
日
に
行
わ
れ
る
地

元
・
綴
子
神
社
の
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
大
太
鼓
の
曲

目
「
出
陣
」「
二
つ
奴
」「
輪
打
ち
」
の
３
曲
を
打
ち
鳴

ら
し
、
大
太
鼓
の
迫
力
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
太
鼓

グ
ル
ー
プ
が
個
性
豊

か
な
ス
タ
イ
ル
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
次
々

と
見
事
な
腕
前
を
披

露
し
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
見
物
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

力
強
い
演
奏
と
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
衆
を
魅
了

力
強
い
演
奏
と
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
衆
を
魅
了

第
４
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

▼　乗りのよい曲「Swing」で会場を湧かせた鷹巣ばやし普及会▼

決
ま
っ
て
ま
す
！

（
鷹
巣
ば
や
し
普
及
会
ジ
ュ
ニ
ア
）

▼

▼

▲お隣りの大館市から参加していただ

いた「田代太鼓振興会」。ジャンプなど

のパフォーマンスも大受けでした。

▲軽やかな振り付

けと演奏で華やか

さを演じた「婦団

連ふるさと太鼓」。

▲６年生全員が参加してくれた鷹巣小学校の「鷹っ子ばやし」。「竹」と「樽」を組み

合わせたパーカッションと、リコーダーとのアンサンブルで熱演しました。 

衣
装
も
バ
ッ
チ
シ
！

（
田
代
太
鼓
振
興
会
ジ
ュ
ニ
ア
）

▲

９
月
23
日
開
催

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
文
字
が
入
っ
た
頭
巾
を
か

  

ぶ
っ
て
熱
演
し
た「
婦
団
連
ふ
る
さ
と
子
供
太
鼓
」

▲



　広報きたあきた　18．10．16  12　広報きたあきた　18．10．1613

　

北
秋
田
市
産
業
祭
が
28
・
29
日
の
２
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
各
地
区
で
旧
町
ご
と
に
の
開
催

方
式
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
第
１
回

北
秋
田
市
産
業
祭
と
し
て
同
日
・
同
会
場

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
会
場
は
鷹
巣
体
育
館
・
サ
ブ
体

育
館
・
駐
車
場
に
な
り
ま
す
。
「
見
直
そ

う　

活
か
そ
う　

郷
土
の
資
源
」
を
テ
ー

マ
に
農
産
品
お
よ
び
特
産
品
、
産
業
全
体

の
展
示
お
よ
び
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
無

料
運
行
、
臨
時
駐
車
場
（
米
代
川
河
川
敷
）

か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期　

日

　

▽
10
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

■
時　

間

　

▽
28
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

▽
29
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会　

場

　

▽
鷹
巣
体
育
館
（
サ
ブ
体
育
館
・
駐
車
場
）

■
展
示
・
販
売
内
容

〔
体
育
館
〕

▽
JA
農
産
物
展
示
品
評
会
▽
特
産
品
販
売

市
▽
企
業
出
展
者
展
示
▽
商
業
者
出
店
（
販

売
）
▽
JA
女
性
部
食
堂
▽
福
祉
施
設
展
示
・

販
売
▽
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
展
示
▽
鷹

巣
農
林
・
鷹
巣
高
校
▽
渾
身
の
一
皿
競
演

会
（
28
日
）
▽
「
母
ち
ゃ
ん
・
父
ち
ゃ
ん

の
作
っ
た
も
の
は
日
本
一
」
の
プ
レ
ゼ
ン

コ
ー
ナ
ー
（
29
日
）
▽
国
体
・
植
樹
祭
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
▽
特
産
品
認
定
品
評
会

〔
ス
テ
ー
ジ
〕

▽
28
日
／
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
▽

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
／
11
時
〜

12
時
▽
郷
土
芸
能
「
五
味
堀
餅
つ
き
踊
り
」

（
紅
白
の
餅
を
ま
き
ま
す
）
12
時
〜
▽
渾

身
の
一
皿
競
演
会
／
午
後
1
時
〜
３
時
▽

歌
謡
・
演
芸
シ
ョ
ー
（
堀
ノ
内
孝
雄
・
田

中
恵
・
柱
ゆ
り
・
辰
巳
け
ん
じ
）
／
農
産

物
品
評
会
表
彰
「
地
域
特
選
食
材
コ
ン
ペ

表
彰
」

▽
29
日
／
午
前
11
時
〜
12
時
▽
郷
土
芸

能
「
根
子
番
楽
」
／
午
後
1
時
〜
４
時
▽

あ
べ
十
全
の
「
家
の
母
ち
ゃ
ん
・
父
ち
ゃ

ん
の
作
っ
た
も
の
は
日
本
一
」 

〔
駐
車
場
〕

木
工
教
室
（
森
林
組
合
）
▽
苗
木
販
売
（
森

林
組
合
）
▽
鷹
巣
阿
仁
消
防
署
▽
ハ
シ
ゴ

車
展
示
・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
食
堂
▽
出

店
テ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
▽
米
内
沢
高
校
（
ソ

ー
ラ
ー
）

〔
サ
ブ
体
育
館
〕

▽
商
業
者
出
店(

販
売)

■
秋
田
内
陸
線
無
料
列
車
の
ご
案
内

　

次
の
時
間
に
無
料
列
車
が
運
行
さ
れ
ま

す
。
各
駅
の
時
刻
に
つ
い
て
は
時
刻
表
を

確
認
く
だ
さ
い
。
利
用
希
望
者
は
、
阿
仁

支
所
、
森
吉
支
所
、
合
川
支
所
に
整
理
券

を
お
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
（
上
り
）　

阿
仁
ま
た
ぎ
８
時
６
分
、

阿
仁
合
９
時
11
分
発
で
西
鷹
巣
10
時
３

分
着
▽
（
下
り
）
西
鷹
巣
16
時
３
分
発
、

阿
仁
ま
た
ぎ
17
時
37
分
着
の
２
本
で
す
。

第
１
回
北
秋
田
市
産
業
祭
を
開
催

会場案内図

10
月
28
日
・
29
日
、
鷹
巣
体
育
館
で

昨年の産業祭（鷹巣会場）から

▲会場全景

▲農産品展示

▲体験コーナー（鷹巣技術専門校）

たかのす
奥羽本線

内陸線

●ＧＳ

至Ｒ７

米代川

●北都BK

Ｒ
１
０
５

●市役所

●鷹巣小

至合川 至森吉

●
Ｊ
Ａ

商
工
会
●

地
域
振
興
局
●

　

Ｊ
Ａ

●
集
荷
所

★
鷹
巣
体
育
館

「介護サービス情報の公表」制度が始まっています「介護サービス情報の公表」制度が始まっています
　

今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

誰
で
も
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

介
護
保
険
制
度
は
、
利
用
者
が
利
用

し
た
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所
を
選

択
し
、
契
約
を
結
ん
で
利
用
す
る
制
度

で
す
が
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が

事
業
所
を
容
易
に
、
か
つ
適
切
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
こ
の
制
度

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

                      

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
情
報

提
供
と
な
り
ま
す
が
、
い
つ
で
も
誰
で

も
自
由
に
知
り
た
い
事
業
所
の
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

                      

                      

　

平
成
18
年
度
に
公
表
さ
れ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
以
下
の
９
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
国
の
準
備
が
整

い
し
だ
い
順
次
追
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
地
域
に
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

の
比
較
・
検
討
が
で
き
ま
す

・
い
つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
情
報
を
入

　

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
家
族
を
は
じ
め
、
介
護
支
援
専
門
員

　

等
と
同
じ
情
報
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス

　

利
用
の
相
談
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
事
業
所
が
公
表
し
て
い
る
情
報
と
、

　

実
際
の
サ
ー
ビ
ス
が
比
較
で
き
る
の

　

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
相

　

談
が
し
や
す
く
な
り
ま
す

　

秋
田
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
は
、

県
が
指
定
し
た
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
「
（
財
）
秋
田
県
長
寿
社
会
振
興

財
団
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
は
、
全
国
の
情
報
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

            

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｋ
ａ
ｉ
ｇ
ｏ
｜

ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
．
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
．

ｊ
ｐ
／
ｋ
ａ
ｉ
ｇ
ｏ
ｓ
ｉ
ｐ
／
Ｔ
ｏ
ｐ
．
ｄ
ｏ

◎
お
問
い
合
わ
せ          

秋
田
県
長
寿
社
会
課　

介
護
保
険
班

　
　

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
３
６
６

(

財)

秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

　
　

☎
０
１
８
（
８
２
９
）
３
７
７
７

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

　
　
　
　

制
度
っ
て
何
で
す
か
？

サービス

情　　報

ど
の
よ
う
な
情
報
が
公
表

　
　
　
　
　

さ
れ
る
の
で
す
か
？

基　本　情　報

　職員体制や利用料

金などの基本的な情

報で、事業所の報告

に基づいて、そのま

ま公表されます。

調　査　情　報

　介護サービスに関

するマニュアルやサ

ービス提供記録の有

無などについて、県

や調査機関が調査を

行い公表されます。

知って納得　これで安心　介護保険

公
表
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は

　
　
　

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

①訪問介護事業所

②訪問入浴介護事業所

③訪問看護事業所

④通所介護事業所

⑤福祉用具貸与事業所

⑥居宅介護支援事業所

⑦介護老人福祉施設

⑧介護老人保健施設

⑨特定施設入居者介護

事業所（有料老人ホー

ム、経費老人ホーム） 

                

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
の
特
徴
は
？

都道府県または指定情報公表センター 介護サービス事業者や施設

介護保険サービス

情報を公表します
振興財団

報　告

★ホームページ（インターネット）で

情報を公表しています。

★介護サービス情報を報告しています。

←

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
情
報
を

　
　

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
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■１１月３日（金）

▽鷹巣マンドリンクラブ　▽箏曲 

日本当道会 松尾睦子社中　▽合川

地区婦人会　▽北秋田地区更生保護

女性の会コーラス部　▽戸松くみ子 

鷹巣バレエ教室　▽鷹巣鳳扇会　

▽日舞鳳扇会　▽合川鳳扇会 ▽宗

家岡田流大正琴同好会　▽ウインズ 

オカリナ　▽米内沢民謡研究会▽大

正琴（阿仁）▽米内沢琴有会　▽花

柳真貴夫貴の会　▽生田流箏曲日本

当道会碇谷社中　▽たかのす吟友会 

▽合川民謡同好会

■１１月５日（日）

▽合川３Ｂ体操会　▽童謡を歌う会

▽北の杜音楽団　▽健康太極拳合川

友好会　▽鳳扇会高校（阿仁）　▽

こども日舞あやめ会▽鳳扇会大人（阿

仁）　▽健康太極拳森吉友好会（第

１教室）　▽藤蔭流子ども舞踊教室

▽高嶺流 舞扇会　▽オリジナル舞

踊同好会　▽健康太極拳森吉友好会

（第２教室）　▽ヘルシークラブ　

▽新日本舞踊水明流

【写　真】
▽阿仁フォトクラブ▽もりよし写真クラブ▽北秋田市カメラクラブ▽カ
メラクラブぷあー

【水墨画・俳句・書】
▽もりよし墨游会　▽水墨画同好会▽阿墨会（水墨画）　▽合川俳句会
▽わらび吟社（俳句）　▽鳴蛙吟社　▽風宴（自由詩）　▽絵手紙教室
▽七日市書道会　▽北泉書道教室　▽森書会　▽前田書道同好会　▽米
内沢清月会　▽書友の会　▽艸萌会　▽金作之助舎友会

【絵　画】
▽鷹画会　▽森吉絵画クラブ　▽鷹巣絵画クラブ　▽艸萌会（水彩）

【パッチワーク・刺し子・手芸】
▽合川公民館主催講座刺し子講座　▽こぎんの会　▽レザークラフト同
好会　▽パッチワーク金木犀の会　▽手芸グループ（パッチワーク）　
▽パッチワークさくら会　▽末広婦人学級（パッチワーク）　▽パッチ
ワーク花みずきグループ　▽あけぼの婦人会（パッチワーク）　▽チク
チク・キルトサークル　▽パッチワーク菊地教室　▽仲町婦人学級　
▽織り姫クラブ　▽てまりの会

【草木染・押し花・つる細工など】
▽あかね会　▽草木染め教室　▽押し花　▽鷹巣押花サークル　▽花こ
とば（押し絵）　▽米内沢押し花サークル　▽つる細工　▽布ぞうりグ
ループ

【陶芸】
▽森吉陶芸同好会 ▽陶芸ひまわりの会 ▽阿仁陶芸クラブ

■演示部門　出演団体 ■展示部門　出展団体

11月3日～5日
　昨年まで各地区ごとに開催しておりました北秋田市の文化祭を、今年度は市全体で開催

することになりました。会場が演示と展示の２会場に分かれての開催となりますが、市民

の皆さんの多数のご来場をお待ちしております。

■展示部門（会場：森吉総合スポーツセンター）

期　 間

内　 容

平成１８年１１月３日（金）～５日（日）　午前９時～午後５時

幼稚園児・保育園児・小学生・中学生・高校生の作品展示、一般・グループ

の生涯学習作品展示、市芸術文化協会団体作品

※（お茶席は１１月３日のみ）

■演示部門（会場：北秋田市文化会館）

■第１回北秋田市音楽祭「浜辺の歌音楽祭」

開会行事

開演時間

１１月３日（金）  午前９時３０分～１０時

◇１１月３日（金）午前１０時～

◇１１月５日（日）午前　９時～

期　 日

会　 場

内　 容

１１月４日（土）　開演：午前１０時～

北秋田市文化会館（ファルコン）ホール

芸能発表、浜辺の歌音楽祭

北秋田市文化祭今年は市全体で開催

発
表

展
示
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たかのす

ＪＲ奥羽本線
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文化会館前
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森吉総合スポーツ
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森吉総合スポーツ
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米内沢駅前
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14:10

14:31

14:30

14:35

14:25

14:45

14:31

10:45

10:30

10:51
11:06
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10:55
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16:25
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16:25
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秋
田
内
陸
線
時
刻

■展示会場（森吉スポーツセンター）　⇒　演示会場（市文化会館）

■演示会場（市文化会館）　⇒　展示会場（森吉スポーツセンター）

始発 最終
9:35

9:20

9:41

9:40

9:45

9:40
9:41

始発 最終

《シャトルバス運行表》‥‥‥‥運行期間　１１月３日・４日・５日

■１１月５日（日）‥続き

▽新日本舞踊千川流鷹巣千川会▽鷹

巣フォークダンス協会

▽生田流箏曲米内沢教室　▽大正琴

小野教室　▽健康太極拳森吉友好会（本

城教室）　▽花柳流　登巴洋会　▽リ

ズムダンスサークル　▽歌謡同好会

▽太田民謡同好会　▽（財）日本民謡

協会秋田鷹巣支部

【切り絵・押し絵・ビーズ手芸・造花】

▽楽しい切り絵　▽鷹巣切り絵同好会　▽ビーズ手芸　▽ビーズ愛

好会　▽なでしこグループ（押し絵）　▽和紙のあとり絵（押し絵） 
▽パンの花（造花） ▽シルバー人材センター手芸同好会

【茶道】▽裏千家 米内沢社中

【生け花】▽松生派　▽池坊　▽草月流 近藤社中

【学校ほか】▽大野台の里▽幼稚園・保育園▽小中学校▽合川高校

▽社交ダンスの夕べ 11月２日（木）午後６時～９時中央公民館ホール　▽高鷹大学「学園祭」発表会 11月４日
（土）午前９時30分～正午交流センター講堂・学習作品展示会 11月３日～５日展示ホール　▽フォークダンス
の夕べ 11月６日（月）午後６時～９時交流センター講堂　▽ネオ寺田服装作品展 11月３日（金）午前９時～午
後４時ネオ寺田服装（元寺田服装学園）　▽フリーマーケット 11月３日～５日森吉総合スポーツセンター

■演示部門　出演団体（続き）

■ 協 賛 行 事

■展示部門　出展団体（続き）

会
場
案
内
図



公 民 館

文化会館

スポーツ

北秋田市中央公民館　☎６２－１１３０

【10月のロビー展】高鷹大学カメラクラブ

10・17（火）行政相談　　　　　　    10:00～15:00

　　20（金）～22（日）第20回鷹画会作品展

    　　 　 9:00～17:00 (22日は16:00まで)  

　　26（木）パン作り講座　　　 　    9:30～13:00

合　川　公　民　館　☎７８－２１１４

【ロビー展】みょうしん書道塾（～11月５日）

10・20（金）郷土料理講座　　　　　　10:00～12:00

25（水）合川芸文協創立30周年記念誌出版のつどい 19:00～

　　26（木）童謡を歌う会　　　　    10:00～11:30

　　28（土）ガーデニング教室         9:30～12:00

森　吉　公　民　館　☎７２－３２５９

【サロン展】ビーズ愛好会（～31日）

10・20（金）健康ヨガ教室　　　　　  19:00～20:30

　　21（土）映画上映　①ポケモンレンジャーと蒼海の

　　　　　　　　　　　　王子マナティ　14:30～16:15

　　　　　　　　　　　②明日の記憶　　19:00～21:00

　　29（日）成田為三　追善「墓前演奏会｣  10:00～11:00

阿　仁　公　民　館　☎８２－２２２０

【ロビー展】ミニ切り絵展

10・18（水）詩吟の会　　　　　　　   13:30～15:00

　　21（土）手芸クラブ　　　　　　  10:00～15:00

　　26（木）北秋田市母子福祉会役員会  10:00～13:00

　　28（土）世代間交流事業　　　　   10:00～14:00

10・21（土）菊地康正テナーサックス 　　　18:30～

　　　　　　　大　人　2000円（当日2500円）

　　　　　　　中高生　 500円（当日同）

　　　　　　　小学生以下無料

　　23（月）鷹巣農林高校創立97周年記念講演会

  　　　14:00～

11・３（金）～５日（日）北秋田市文化祭　　　9：30～

10・20（金）～22（日）県北地区新人バドミントン競技 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹巣体育館

　　22（日）市民ソフトボール大会　　　　　 

　　　　　　　　　　　河川緑地野球・ソフトボール場

11・５（日）日本剣道形講習会　　　　　鷹巣体育館

　　12（日）第２回北秋田市民バドミントン大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹巣体育館

中央公民館 公開講座『パン作り講座』
日　　時　10月26日(木)　９：30～13：00

講　　師　五代儀　則子　さん

内　　容　サツマイモパン・クリームチーズパン

　　　　　揚げパン（予定）

会　　場　北秋田市中央公民館　調理室

対　　象　一般　定員　16人

申込期間　10月16日(月)８：30～20日(金)17：00まで

　　　　　但し、申し込み多数の場合は抽選

参 加 費　材料代　700円程度

持　　参　エプロン・三角巾・筆記用具

◎申し込み・お問合せ　北秋田市中央公民館

   ☎62－1130　FAX62－1669

期　間　11月20日（月）～12月４日（月）までの10日間

内　容　パソコンの基本操作、文書、図や写真を取

　　　　り込んだハガキや案内状の作成、表計算、

　　　　住所録作成など

場　所　みくにコンピュータースクール

定　員　満55歳以上の方で、定員は20名

　　　　（定員になり次第締切ります）

受付開始　10月20日（金）～　

◎申し込み・お問い合わせ

ハローワーク鷹巣 ☎60-1586　シルバー人材センター ☎62-5151

日　時　10月23日（月）　14：00～15：30

場　所　北秋田市文化会館

内　容　講演　テーマ「本気でやれば夢は必ず叶う

　　　　　　　　　　－世界が相手の指導哲学－」

　　　　講師　佐倉アスリート倶楽部代表取締役兼監督

　　　　　　　　　　　　　　　　 小出　義雄　氏

平成20年春季開催

第59回 全国植樹祭

会場　北秋田市「北欧の杜公園」

お知らせ

パソコン（中級）講習

鷹巣農林高等学校創立97周年記念並びに
第55回全国高等学校スキー競技大会男子総合優勝記念

北 秋 田 地 域 振 興 局 

鷹 巣 社 会 保 険 事 務 所

北 秋 中 央 病 院

10:00～12:00

13:00～14:45

15:00～16:30

11月１日（水）全血
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ア
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←
スギヒラタケ摂食に関する注意

　急性脳炎・脳症について、スギヒ

ラタケを食べた方たちとの因果関係

は明らかでありません。肝機能が低

下していない方も含め一般の方も、

冷凍、缶詰等で保存しているのも含

め、摂食を見合わせてください。

◎お問い合わせ

　北秋田保健所　　☎６２－１１６５

平成19年開催　君のハートよ位置につけ

北秋田市は、バレーボール、フェンシング

山岳、アーチェリーの会場です

　広報きたあきた　18．10．16  16　広報きたあきた　18．10．1617

きのこ採り　

行き先告げて　無理せずに

　きのこ採りのシーズンになりましたが、それに伴

い、北秋田市内でも遭難者が確認されています。

　遭難されると、家族の方が心配するだけでなく、

捜索に多くの人員を要するなど、多大な手間と費用

がかかることになります。

　入山される場合は、下記のことに十分留意されて

ください。

【遭難しないための心得】

①入山する地点、駐車場所、帰宅予定時刻を家族

に知らせておく。

②登り慣れた山でも、単独による入山や午後から

の入山は避ける。

③食料、雨具、着替え、時計、ライター、光る物、

発煙筒などを身に付け、目立つ服装で入山する。

④熊と鉢合わせしないため、ラジオ、鈴などで音

を出しながら行動する。

⑤迷った時は、歩き回らず、体力の消耗を避ける

ため、大木の下や岩陰で救助を待つ。

⑥捜索のヘリコプターは、一度通過しても何度も

同じ場所を飛びます。諦めずに合図を送りましょう。

きのこ採り

Information　お知らせInformation　お知らせ
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市長交際費公表　９月分

慶 弔 費

会 　 費

そ の 他

合 　 計

43,800

103,500

92,500

239,800

２

８

４

14

支出種別 支出金額 件数

種別、金額、件数

入札結果公表　９月分
250万円以上の工事名
契約額、落札業者

森吉山特設コース整備工事

合川西小学校体育館屋根改修工事

合川地区統合簡易水道施設整備事業送・排水管布設工事

合川地区統合簡易水道施設整備事業大野岱地区送水管布設工事

鷹巣斎場浄化槽設備改修工事

木戸石・八幡岱地区給水管布設工事

森吉中学校屋根改修工事

阿仁合小学校屋外階段改修工事

掛泥交流センター新築工事

3,517,500

3,092,250

19,740,000

9,166,500

2,667,000

8,767,500

6,774,600

6,615,000

36,330,000

(有)吉勝組

(有)金森建築

(有)宗和

(有)中嶋施設工業

(有)中嶋施設工業

(有)工藤設備工業所

奥山工務店

鈴木工務店

(株)芳賀工務店

工　事　名 契　約　額 落札業者

募　集
フロンティア農業者研修生
　秋田県内の農業後継者を対象に、県内の農業試験場

等で実施される農業技術習得研修『フロンティア農業

者研修』の平成19年度研修生の応募が始まりました。

　これは、基礎的な生産・経営技術を習得したい方向

けの研修です。

応募期限　10月26日（木）

受付窓口　産業部農林課　☎６２－６６３８

　　　　　各支所産業建設課

　希望される方は上記窓口までご連絡下さい。

　なお、応募には研修申請書の他に健康診断書、推薦

書（JA組合長又は学校長等）、作文等の提出が必要に

なりますので、締切直前の申込みにはご注意下さい。

応募資格　大型特殊免許、車両系建設機械運転免許の

　　　　　資格を有する者

募集人員　鷹巣５名、合川13名、森吉13名、阿仁10名

就業期間　12月１日～翌年３月20日

申込方法　履歴書及び免許証の写しを建設課又は各支

　　　　　所産業建設課へ郵送又は持参してください。

申込期限　10月31日（火）

◎申し込み・お問い合わせ　建設部建設課 ☎６２－６６２９

合川支所　☎78－2115　森吉支所　☎72－3112　阿仁支所　☎82－2114

10月1日から国民健康保険出産育児一時金が
30万円　→　35万円　に増額となりました

臨時除雪オペレーター

※出産育児一時金は、出産予定日の１カ月前から事

前申請することができます。この場合、出産予定の

医療機関等から代理受取人の承諾が必要となります。

※事前申請された出産育児一時金（上限35万円）は、

直接医療機関等に振り込まれることになります。

◎お問い合わせ先

　　市役所保険課☎62－1117又は各支所市民福祉課

　健康保険法等が改正され、出産時に給付される

「出産育児一時金」が事前申請できるようになり、

被保険者は35万円を超える分の出産費用を医療機関

に直接支払うことで済むようになったことから、

「すこやか出産一時金貸付制度」は廃止となります

のでお知らせします。

    ◎お問い合わせ先　福祉事務所福祉課☎62－1113

出産一時金貸付制度がなくなります

自衛官（２等陸・海・空士）
応募資格　平成19年３月１日現在、18歳以上27歳未

　　　　　満の男子（高卒見込み含む）

受付期間　10月２日（月）～12月１日（金）

試 験 日　12月９日（土）予定

試験会場　陸上自衛隊秋田駐屯地

◎お問い合わせ　

　　　自衛隊大館出張所　   ☎０１８６－４２－１３９８

日　時　11月２日（木）　13：00～15：30

場　所　北秋田市交流センター

内　容　基調講演　「ひろげよう地域の輪～自殺は予防できる～」

　　　　講師　青森県立精神保健センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　 渡邉　直樹　氏

※合川、森吉、阿仁地区から送迎バスが出ます

◎お問い合わせ　各地区保健センター

試　験

こころの健康づくりフォーラム

お知らせ

石綿健康被害救済制度による認定申請
　労災補償等の対象とならない方に対し、医療費や葬

祭料等の給付を行います。最寄りの保健所で相談・手

続きをしてください。 

　◎お問い合わせ　　北秋田保健所　☎６２－１１６５

Information　お知らせ
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（午後６：３０～９：００）

日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

電話番号

60－1055

62－1400

72-4501

63－2700

78－3338

82－2351

78－3161

62－1146

62－1420

63－0105

62－1101

62－1267

62－2882

60－1055

62－1155

62－1400

医 療 機 関 名

う え だ ク リ ニ ッ ク

石川耳鼻咽喉科医院

公立米内沢総合病院

たむら内科クリニック

疋 田 外 科 内 科 医 院

阿 仁 病 院

国民健康保険合川診療所

奈 良 医 院

佐藤外科消化器科医院

佐々木産婦人科医院

盛 岡 外 科 医 院

と し ま 医 院

藤 原 医 院

う え だ ク リ ニ ッ ク

近 藤 医 院

石川耳鼻咽喉科医院

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます

桂 田 裕 也

土屋　真紀子

ゆ う や

ま き こ

　さん

　さん

掛 泥

材 木 町（
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阿仁荒瀬

阿仁比立内

松 ヶ 丘

お二人の前途を
　　　　祝福します

佐 藤 　 凛

庄 司 　 凛

伊 東 洸 太
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( 　 )

( 　 )
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戸嶋尚一郎

津 谷 忠 男

津 谷 シ ナ

相 馬 忠 一

神 成 茂 夫

藤 本 ト ヨ

本 城 義 美

長 岐 健 藏

佐 藤 秀 雄

堀 部 幸 三

さん

さん
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さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

住 吉 町 

綴子下町

材 木 町 

坊沢相善町

坊沢街道町

松 葉 町 

下 家 下 

伊 勢 町 

東 横 町 

松 沢 

藤 株

東 横 町

坊沢羽立

葛 黒
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よ し み

けんぞう

ひ で お

こうぞう

人口と世帯数 ９月30日現在

住民基本台帳による

　総人口　40,111人（ 27人減）

　　男　　18,985人（ 14人減）

　　女　　21,126人（ 13人減）

　 出生 　７人　転入　 44人

　 死亡 　43人　転出　 35人

　世帯数  14,867世帯（11世帯増）

前月比

税 の納期限

10月２日まで

固 定 資 産 税 第３期
国民健康保険税 第３期

100

人のうごき ９月16日～30日届出分

休日納税相談
10月22日

　北秋田地域振興局県税課では、

県税の納付・納税相談を県税課で

行います。

　平日お忙しい方は、この機会に

ご利用ください。

　　　 時　間　８：30～17：15

◎お問い合わせ

　　　　 ☎０１８６－４９－２２１１
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トコトコもみじ号
「トコトコもみじ号」と「トコトコみのり号」に乗っ
て、沿線の紅葉をめでながら、のんびりと出かけてみ
ませんか?
　紅葉の見どころでの観光徐行運転、車内イベント、
ゴンドラで行く紅葉の森吉山、沿線の温泉など内陸線
は楽しみがいっぱいです。 
〈〈車内イベント〉〉
　三味線・民謡・語りべなど行います。(都合により
車内イベントが行われない日もあります。)
〈〈阿仁まるごと弁当〉〉
　イベント列車運行日に限り弁当３個以上から予約で
　きます（３日前から）
　お茶付きで1100円で予約販売です。
　申込先は阿仁合駅旅行相談窓口　☎82-3666

秋田内陸線秋の観光列車

運転日

21日（土） 22日（日）

28日（土） 29日（日）

 ３日（金・祝）

 ４日（土） ５日（日）

11日（土） 12日（日）

10月 11月

　広報きたあきた　18．10．16  20

21/
（土）

10

●開場  ・18：00～

●開演 ・18：30～

●会場
 
市文化会館

 

　

●お問い合せ　市文化会館　☎６２－３３１１

　
　

　菊地康正
テナーサックス＆フルートコンサート

　北秋田市文化会館自主事業

運転時刻
トコトコもみじ号

鷹巣10：40発→（各駅停車）→角館13：05着

角館13：25発→（各駅停車）→鷹巣15：52着

トコトコみのり号

角館８：55発→（各駅停車）→鷹巣11：15着

鷹巣11：55発→（各駅停車）→角館14：38着

※全席自由

※前売りで座席数完売

のときは当日券はあり

ません

※電話予約は行いません

29
（日）

10

「１リットルの涙」

　平成18年度文化庁子どもの
　映画鑑賞普及事業 /

※入場は無料ですが、チラシ下部の無料入場券が必要です
　各回６００名（先着順）チラシは各公民館・文化会館
　に備え付けています

●お問い合せ　生涯学習課　☎６２－３３１８

●入場料 

一　般2,000円（当日2,500円）

中高生 500円（当日同）

小学生以下無料 　

●プレイガイド

日活書店・いとく鷹巣南店

　北秋協販・森吉コミュニティセンター
　
大川教材社・阿仁、合川公民館

ひまわりの家・中央公民館

文化会館・大館市民文化会館

●１回目　10：00～11：40
　（市内小・中・高校生とその

　　保護者、団体）

 

 

　
　

　

●２回目　14：00～15：40
　（小・中・高校生及び保護者

　　一般市民）

※小学３年生以下のお子さんは、

　保護者同伴のこと

※団体入場の場合は事務局へ連絡のこと

　
北秋田市民映画のつどい

　主人公を襲う病魔は、徐々に体の運動機能が衰え、手足

の自由や言葉を奪い、やがて体の全機能が停止してしまう

不治の病「脊髄小脳変性症」。この物語は中学３年の14歳

から21歳まで書き綴った日記をもとに構成された映画です。
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